
台風接近に伴う気象警報及び 

大雨等による避難指示等発令時の登下校ガイドライン 
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早
朝 

≪接近の可能性が高く危険な場合≫   近隣校と調整  

（判断）  （実働）  

 確 認  

 指 示  〇「臨時休校」又は「翌日の諸注意」を文書通知 

 

○ 午前 7 時 → 『警報あり』 『警報なし』 

            

 

 

○ 正 午 → 『警報あり』 『警報なし』 

≪LINE の場合もあり≫  

 確 認  

 自宅待機  登校 

登校 
臨時休校決定 

校 長 
（教頭） 

 連 絡  

 連 絡  

事後処理 ※被害がある場合報告書作成 

校 長 
（教頭） 

 確 認   近隣校と調整  
早めの下校決定 

（集団下校） ≪接近の可能性が高く危険な場合≫  

 指 示  〇下校前に経路の安全を確認。 

 （職員室待機教職員で分担） 

 

○LINEで連絡がとれない家庭に電話連絡。 

○帰宅後、自宅に保護者がいない家庭 

 

 

 

   把握している    把握していない 

 （家の鍵の確認など） （下校させてよいか確認） 

○風雨がひどくなってきている場合は‥ 

 「保護者の迎え」「各担任の引率」「学校待機」 

 を校長が判断。 

≪LINE での連絡≫  

各 担 任 

 確 認  

 保護者が下校を把握  

校 長 
（教頭） 

事後処理 

 指 示  ≪LINE での連絡≫  

臨時休校決定 

（避難指示等あり）→ 

（避難指示等がある場合も同様）  

≪LINE での確認≫  

≪LINE での連絡≫  
※通学路安全確認 

※自宅で昼食 

予報によっては休校判断あり 

※前日に保護者と十分確認できるようにしておく。 

※保護者の出勤前 

台風接近 
暴風警報・大雨警報 

避難指示等が発令 



 

 

《参考 長崎市の情報》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域センターの名称、位置及び所管区域（所管区域ごとに警報レベルが違う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市防災メール登録 

・避難勧告情報 

・防災行政無線情報 

・火災情報 

・救助情報 

・その他の災害情報  

 

長崎市防災危機管理室  

電話：095-822-0480 

★ 
 



 

 

《警戒レベル資料 内閣府提供》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【大崎地区 土砂災害ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○黄色で塗りつぶされた範囲（土砂

災害警戒区域）は、「土砂災害が発

生した場合、住民の生命又は身体に

危害が生じる恐れのある区域」。 

○茶色で囲まれた範囲（土砂災害特

別警戒区域）は、「土砂災害が発生

した場合、建築物に損傷が生じ、住

民の生命又は身体に著しい危害が

生じる恐れのある区域」。 

○土砂災害警戒区域等にお住まい

の方は、大雨のときは警戒避難が必

要。 

○土砂災害警戒区域以外の個所で

も土砂災害の発生する可能性があ

るので、自分の住んでいる家の周囲

の斜面や渓流、避難場所などをよく

確認。 

大崎びわ集出荷所 



 

 

【千々地区 土砂災害ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜土砂災害の前兆現象＞ 

・がけの表面に水が流れ出す。 

・がけから水が噴き出す。 

・小石がパラパラと落ちる。 

・がけからの水が濁りだす。 

・がけの樹木が傾く。 

・樹木の倒れる音がする。 

・がけに割れ目が見える。 

・地鳴りがする。 

千々公民館 



 

 

《台風や大雨災害時における、避難所としての学校の準備》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前日までの準備＞ 
〇窓ガラス対策 
① 窓ガラスに米印で「養生テープ」を貼る。 

・何もしていない状態に比べてガラスの強度は上がる。 

・飛散防止効果もある程度は期待できる。 

・ガムテープを使うと後処理が大変。養生テープも時間がたつとべたつく。 

② 外側に「プラベニヤ」を貼る。 

・窓枠に貼った方がより効果を期待できる。 

・ダンボールは、紙製なので雨に濡れると弱くなる。 

〇教室の対策 
① 配置等（校舎配置図を市役所担当者へ） 

・できるだけ窓際から遠く、かつ避難する人のスペースを確保する。 

・停電後の電気消し忘れ防止のためにスイッチにマーキングする。 

② 備品 

・貴重品や壊れやすいものは職員室に移動。 

・避難してきた方が使用するためのテレビやラジオ等は使いやすいように。 

・カーテンなどのパーティションは適宜配置する。災害毛布の準備。 

〇トイレの対策 
① 停電になった時 

・ポンプが止まり、タンクに水がたまらない。バケツなどに水確保。 

・夜間には真っ暗になるので、ランタンやろうそく等があると助かる。 

② 代替トイレ 

・非常用トイレの凝固剤《10個で 500円程度》。参考→ 

・仮設トイレの設置（自治会と要相談） 

 （クリーン長崎の例：大小兼用 1台あたり） 

 @19800+汲み取り料（8000円ほど）=28000 円ほど 

  電話 クリーン長崎業務課 844-4116  

 

 

 ＜R2.9.5 台風 10 号避難の際の課題＞ 
〇 ペットの小型犬が人にかみついた。 

 （ペット不可の案内はしていた。→ 要想定） 

〇 介助が必要な高齢の方がいた。 

 （たまたま看護師の資格を持った方の協力があった） 

〇 トイレの水と灯りで困った。 

 （消防団がランタンを準備した） 

 〇 運動場にひどい轍が残った。 

 （事前に周知したが…後日ブルドーザで処理した） 

 〇 音楽室が一番人気（カーペット） 
 （体育館が指定避難所だが、要望もあり校舎を開放した。

一教室に 10 人ほど、100 名を超える避難者があった。） 

 

 

 

 


